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負担が重い教育費、年収に対する割合は34％

調査時期・対象 平成15年６月 「国の教育ローン」を平成15年２月に利用した世帯、

有 効 回 答 数 3,707件（有効回答率30.9％ 、うち勤務者世帯2,813件）

～主な調査結果（勤務者世帯）～

１ 高校入学から大学卒業までの費用は子供１人当たり約970万円（3、4、5ページ）

○ 入学者１人当たりの入学費用は、大学で92.1万円、高校で50.7万円となった。在学中

、 、 。の子供１人当たりにかかる１年間の費用は 大学で140.5万円 高校で88.5万円となった

○ 高校入学から大学卒業までにかかる費用は子供１人当たり970.3万円（14年度調査993.0

万円）となっている。

２ 在学費用は、世帯の年収の34％（6、7ページ）

○ 世帯の年収に対する在学費用の割合は、33.5％に達している。

○ 住宅ローンのある世帯は、勤務者世帯全体の59.9％を占め、年収は746.4万円、ローン

返済額は年間120.0万円である。これに、すべての子供にかかる年間の在学費用211.2万

円を加えると331.2万円となる。

３ 仕送り額は年間138万円と自宅外通学の負担は重い（9、10ページ）

○ 自宅外通学者がいる世帯は勤務者世帯の40.6％を占める。自宅外通学者１人当たりの仕

送り額は、年間137.6万円に上る。

○ 入学費用と自宅外通学を始めるための費用は、入学者１人当たり129.8万円である。

４ 節約やアルバイトで教育費を捻出（11ページ）

○ 教育費の捻出方法としては「教育費以外の支出を削っている」が65.2％と最も多く、

以下「子供がアルバイトをしている （42.4％ 「預貯金や保険などを取り崩している」」 ）、

（41.4％）と続く。

○ 節約している支出としては「衣類の購入費」が61.7％と最も多く、以下「旅行・レジ

ャー費 （56.2％ 「食費 （50.0％ 「外食費 （40.4％ 「保護者のこづかい （38.0」 ）、 」 ）、 」 ）、 」

％）と続く。
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(1)  年間の仕送り額（ただし、授業料分は除く）

家庭教育費

在学費用

受験費用 (受験したすべての学校・学部にかかるもの)

学校納付金（入学金、寄付金、学校債など、入学時に学校に支払った費用）

平成15年４月に高校以上の学校へ入学するためにかかった費用

在学費用

自宅外通学者にかかる費用

入学費用

補習教育費（学習塾・家庭教師の月謝、通信教育費、参考書・問題集の購入費など）

おけいこごとにかかる費用

通学費（通学定期代、通学用の自動車の燃料費や維持費など)

その他の学校教育費（教科書・教材費、学用品の購入費、施設設備費など）

受験料

受験のための交通費・宿泊費

(2)  自宅外通学を始めるための費用（アパートの敷金･礼金、家財道具の購入費など)

用語の解説

平成15年４月から平成16年３月までの１年間に、小学校以上の学校に在学中の子供にかかる費用の見込み額

３

入学費用

入学しなかった学校への納付金

２

学校教育費

授業料

１
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Ⅰ　調査要領、回答世帯の概要

１　調査要領

：「国の教育ローン」を平成15年2月に
利用した世帯

：平成15年6月

：11,999 件

：  3,707 件　（回収率30.9 ％）
うち勤務者世帯　2,813件

２　回答世帯の概要

（１）主たる家計維持者の職業（単位：％、以下同じ） （２）主たる家計維持者の年齢（勤務者世帯）

（３）在学中の子供の数（勤務者世帯） （４）世帯の年収（平成14年）（勤務者世帯）

（注）今回から調査対象世帯が「国の教育ローン」を利用した時点の所得上限額は990万円である。

　200万円
　　　　　未満

2.1 19.3

800万円以上  900万円

8.9 20.2 33.3 16.2

平 均

 400万円未満 600万円未満 800万円未満 900万円未満 　　　　　以上
400万円以上 600万円以上200万円以上

685.6万円
32.8 49.1 18.1 1.9人

１人 ２人 ３人以上 平 均

49.0歳

44歳以下 45～49歳 50～54歳 55歳以上 平 均

15.6 38.5 34.1 11.775.9 13.0 5.2 5.9

勤務者 個人事業主 法人経営者 その他

調 査 対 象

実 施 時 期

発 送 件 数

回 収 数

※ 「国の教育ローン」の概要

　○利用対象
　　世帯の年収が990万円（事業所得者は770万円）以内(注)
　で、下記の学校に入学・在学する子供のいる世帯。
　　・高校、高等専門学校
　　・短大、大学、大学院
　　・専修・各種学校、予備校など
　　・海外の学校（高校、短大、大学など）
　　・その他職業能力開発校などの教育施設
　（注）平成14年4月から所得上限額は1,210万円から990万
　　　　円（事業所得者は990万円から770万円）へ引き下げ
　　　　られた。
　○融資額
　　学生･生徒１人当たり200万円以内
　○使途
　　・入学費用（学校納付金、受験費用など）
　　・在学費用（授業料、アパートの家賃、通学費など）
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Ⅱ 調査結果 －勤務者世帯について－

＜主な調査結果＞

○ 勤務者世帯の年収に対する教育費（在学費用）の割合は34％を占め、家計にとって教育費の負担は依然として重

い。苦しい家計のなかで、子供がアルバイトをしたり、預貯金を取り崩したりして何とか教育費を捻出しようという姿

がうかがえる。

○教育費の支出状況 －大学への入学者１人当たりの入学費用は92万円－

15年度における入学者１人当たりの入学費用は、大学で92.1万円、高校で50.7万円となった。一方、在学中の子供１人当た

りにかかる１年間の費用（在学費用）は、大学で140.5万円、高校で88.5万円となった。

○高校入学から大学卒業までにかかる費用 －子供１人当たり970万円－

15年度調査の入学費用と在学費用を累計すると、子供１人当たりにかかる費用は高校３年間で316.2万円となる。さらに、

大学に入学した場合、入学費用と４年間の在学費用654.1万円が加わり、合計で970.3万円となる。

○在学費用の負担 －在学費用は年収の34％に相当－

世帯の年収に対する在学費用（すべての子供にかかる費用の合計）の割合は33.5％となり、14年度調査の33.1％を0.4ポイン

ト上回った。年収階級別にみると、年収が高い世帯ほど在学費用は多くなる傾向にあるが、世帯の年収に対する割合は年収が

低い世帯になるほど上昇し、200万円以上400万円未満の世帯では58.1％に達する。

○自宅外通学者にかかる費用 －仕送り額は年間138万円－

自宅外通学者がいる世帯は､回答世帯の40.6％に上る。自宅外通学者が１人いる世帯の仕送り額は年間137.6万円（月額11.5

万円）で、14年度調査の119.4万円を18.2万円上回った。また、自宅外通学を始めるための費用（アパートの敷金や家財道具の

購入費など）は45.6万円となっており、14年度調査の45.3万円を0.3万円上回った。

○教育費の捻出方法 －65％が「教育費以外の支出を削っている」－

教育費の捻出方法をみると、「教育費以外の支出を削っている」と回答した世帯が65.2％と最も多く、以下「子供がアルバ

イトをしている」（42.4％）、「預貯金や保険などを取り崩している」（41.4％）と続く。節約している支出としては、「衣

類の購入費」が61.7％と最も多く、以下「旅行・レジャー費」（56.2％）、「食費」（50.0％）､「外食費」（40.4％）、「保

護者のこづかい」（38.0％）と続く。
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１ 教育費の支出状況（勤務者世帯、以下同じ）

（１）入学費用 －大学は９２万円、高校は５１万円－

○ 入学者１人当たりにかかる入学費用は、大学が92.1万円、短大が70.5万円、専修・各種学校が69.1万円、高校

が50.7万円となり、わずかに増加した高校以外は前年度調査に比べ減少している（図－１）。

○ 私立大学にかかる入学費用は93.6万円で、国公立大学の入学費用（80.9万円）のおよそ1.2倍になっている。

国公立大学へ入学した場合は、入学しなかった学校（私立大学等）への納付金（19.5万円）の負担が大きくなって

いる（図－２）。

図－１　入学先別にみた入学費用（子供１人当たりの費用） 図－２　国公立・私立の別にみた入学費用
（子供１人当たりの費用）

注 １ : 入学費用 受験費用─┬─

├─ 学校納付金

└─ 入学しなかった学校への納付金

　  ２ : 15年度調査の入学費用は、主として15年４月入学にかかる実績である。
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（２）在学費用 －大学は年間１４１万円、高校は８９万円－

○ 在学中の子供１人当たりにかかる１年間の在学費用は大学が140.5万円、短大が142.2万円、専修・各種学校が

138.4万円、高校が88.5万円となっており、高校以外は前年度調査より減少している（図－３）。

○ 私立大学に入学した場合、１年間の在学費用は144.3万円と国公立大学（92.1万円）のおよそ1.6倍になってい

る（図－４）。

図－３　在学先別にみた１年間の在学費用（子供１人当たりの費用） 図－４　国公立・私立の別にみた在学費用
（子供１人当たりの費用）

注 １ : 在学費用 学校教育費（授業料、通学費、教科書代など） 注 : 在学費用は、15年度における見込額である。─┬─

└─ 家庭教育費（塾の月謝、おけいこごとの費用など）

　  ２ : 在学費用は、各年度における見込額である。
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（３）高校入学から大学卒業までにかかる費用 －子供１人当たり９７０万円－

○ 15年度調査の入学費用と在学費用を累計すると、子供１人当たりにかかる費用は高校３年間で316.2万円となる

（図－５）。大学に入学した場合、入学費用と４年間の在学費用654.1万円が加わり、合計では970.3万円となる。

○ 高校卒業後の入学先別にみると、私立大学に入学した場合の累計費用は理系で1,091.5万円、文系で941.2万円

となっている（図－６）。また、私立短大、専修・各種学校に入学した場合の累計費用は、国公立大学の約9割

である。

図－５　大学卒業までにかかる費用 図－６　高校卒業後の入学先別にみた卒業までにかかる費用
（子供１人当たりにかかる費用の平均額の累計） （子供１人当たりにかかる費用の平均額の累計）

注 １ : □内は、各学年における１年間の費用である。 注１ 　: 高校の費用は、国公立・私立を合わせた全体の平均である。

　  ２ : 高校１年、大学１年の費用には、入学費用が含まれる。 　 ２ : 高校の費用には、入学費用も含まれる。

　 ３ : 専修・各種学校については、修業年度を２年として算出している。
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２ 家計の教育費負担

（１）世帯の年収、住宅ローンの負担－世帯の年収は６８６万円、住宅ローンのある世帯の年収は７４６万円で

ローンの年間返済額は１２０万円－

○ 世帯全体の年収は平均685.6万円となっている。内訳をみると、主たる家計維持者の年収が594.7万円、その他

の家族の年収が90.9万円となっている（図－７）。

○ 住宅ローンのある世帯は勤務者世帯全体の59.9％を占め、年収は平均746.4万円、ローン返済は平均で年120.0

万円である。これに、すべての子供にかかる年間の在学費用211.2万円を加えると331.2万円となっている（図－

８）。

図－７　世帯の年収 図－８　住宅ローンの年間返済額と在学費用の負担
（住宅ローンのある世帯）

注1 1: 年収は、当該調査年度の前年（１～12月）の実績である。 注 1: 在学費用は、小学生以上の子供全員にかかる年間在学費用を平均したものである。

2: 14年４月から「国の教育ローン」の所得上限額は1,210万円から990万円へ引き 2: 図－7の注2と同じ。

下げられたため、15年度調査の実績はそれ以前の調査との単純な比較はできない。
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（２）世帯の年収別にみた在学費用の負担 －世帯の年収に対する在学費用の割合は３４％－

○ 世帯の年収に対する在学費用(すべての子供にかかる費用の合計)の割合は、平均33.5％となっている(図－９)。

○ 年収階級別にみると、年収が高い世帯ほど、在学費用は多くなる傾向にある（図－10）。

○ 世帯の年収に対する在学費用の割合をみると、年収が低い世帯ほど在学費用の負担は重くなる（図－10）。

ちなみに、200万円以上400万円未満の世帯では世帯の年収の58.1％に達している。

図－９　世帯の年収に対する在学費用の割合 図－10　年収階級別にみた世帯の在学費用と世帯の年収に

　　　　（すべての子供にかかる在学費用） 対する在学費用の割合
（すべての子供にかかる在学費用）

注:小学校以上に在学中の子供全員にかかる在学費用の割合である。

注:小学校以上に在学中の子供全員にかかる在学費用とその割合である。
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（３）就学状況別にみた在学費用の負担 －在学中の子供が２人いる標準的世帯の在学費用は年間２２４万円－

○ 子供の数は２人の世帯が最も多く、全体の54.5％となっている（図－11)。小学校以上に在学中の子供の数も、

２人の世帯が49.1％と最も多く、平均1.9人となった。

○ 子供が２人で、２人とも小学校以上に在学している標準的な世帯をみると、年収は平均701.3万円、１年間の

在学費用は平均224.2万円となっている（図－12）。２人とも大学等の場合、平均在学費用は267.1万円である。

図－11　子供の数と小学校以上に在学中の子供の数 図－12　就学状況別にみた在学費用
（世帯数でみた割合） （子供が２人で、２人とも在学中の世帯）

注 ： 高校等とは高校および高等専門学校である。

大学等とは大学院、大学、短大、専修・各種学校および予備校である。
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３ 自宅外通学者にかかる費用

（１）自宅外通学者１人当たりの年間の仕送り額 －自宅外通学者が１人いる世帯の仕送り額は年間１３８万円－

○ 自宅外通学者のいる世帯は、全体の40.6％を占め、14年度調査の39.0％を1.6ポイント上回った（図－13）。

○ 自宅外通学者が１人いる世帯の仕送り額は年間137.6万円（月額11.5万円）となっており14年度調査の119.4万

円を18.2万円上回った（図－14）。

図－13　自宅外通学者数別にみた世帯数の割合 図－14　自宅外通学者が１人いる世帯の年間の仕送り額

注1 1: 年収は、当該調査年度の前年（１～12月）の実績である。

2: 14年４月から「国の教育ローン」の所得上限額は1,210万円から990万円へ引き

下げられたため、15年度調査の実績はそれ以前の調査との単純な比較はできない。
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39.0％

40.6％



- 10 -

（２）自宅外通学を始めるための費用 －入学者１人当たり４６万円－

○ 自宅外通学を始めるための費用（アパートの敷金や家財道具の購入費など）は、入学者１人当たり平均45.6万円

となっており、14年度調査の45.3万円を0.3万円上回った（図－15）。

○ 入学費用と自宅外通学を始めるための費用の合計は入学者１人当たり平均129.8万円となっており、14年度調査

の139.4万円を9.6万円下回った（図－16）。

図－15　自宅外通学を始めるための費用 図－16　入学費用と自宅外通学を始めるための費用
(入学者１人当たりの費用） (入学者１人当たりの費用）

注 : 14年4月及び15年4月の入学時に自宅外通学を始めるためにかかった

アパートの敷金、家財道具の購入費などの合計である。
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（平均：139.4万円)
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４ 教育費の捻出方法 －節約と預貯金等の取り崩しで教育費を捻出－

○ 教育費の捻出方法については、「教育費以外の支出を削っている」が65.2％と最も多く、以下「子供がアルバイ

トをしている」（42.4％）、「預貯金や保険などを取り崩している」（41.4％）と続く（図－17）。

○ 節約している支出としては、「衣類の購入費」が61.7％と最も多く、以下「旅行・レジャー費」（56.2％）、

「食費」（50.0％）、「外食費」（40.4％）、「保護者のこづかい」（38.0％）と続く（図－18）。

図－17　教育費の捻出方法 図－18　節約している支出
（三つまでの複数回答） （三つまでの複数回答）

注：　図－17で「教育費以外の支出を削っている」と回答したサンプルに対する設問。
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